
 

 

図-1 スカイパイリング工法 

特殊条件下におけるスカイパイリング工法の開発（その 1） 
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１．はじめに 
近年、線路上空に橋上駅舎を新設する工事が増加しており、駅舎基礎

として線路間への杭の打設が必要となる。線路間への杭の打設は、乗降

客・列車の運行の妨げになることから、通常夜間作業で行われている。

スカイパイリング工法（図-1）は、「線路上空から昼間に杭を打つ」と

いう発想から生まれた工法で、電線（架線）より高い位置に作業構台を

設け、杭掘削を昼間実施することで工期・工事費の縮減を図る工法であ

る。更に、作業構台をユニット化（簡易構台）し転用することで、杭施

工に係る時間を短縮している。本報文では、工法の概要とスカイパイリ

ング工法で用いる簡易構台の構造形式および安全性について示す。 

２．スカイパイリング工法による施工手順  

スカイパイリング工法を用いて基礎杭を打設しながら線路上空に作業構台（完成後橋上駅舎の一部として利用）

を構築する施工手順を表-1 示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
キーワード 線路上空，簡易構台，基礎杭 

連 絡 先 〒107-8502 東京都港区赤坂 6-5-30 鹿島建設(株)土木設計本部 TEL03-6229-6652 

Step1：事前に基礎杭の口元防護のための防護および簡易構台の

脚部支持のための沈下防止板の施工を行う。 

Step2：完成した橋上駅舎上のクレーンを使用して線路上空に架

設する簡易構台を構築する。 

Step3：簡易構台上に小型の掘削機を設置し、基礎杭の掘削作業

を行う。 

Step4：鉄筋籠の設置・コンクリートを打設し、基礎杭を構築す

る。 

Step5：本設柱構築後、簡易構台を移動・仮置きし、仮支柱を撤

去する。 

Step6：Step4・5 で構築した基礎杭・本設柱に本設梁・床を設置

し、橋上駅舎を構築する。 

Step7：クレーンを前方に移動させ Step1～6を繰返し行うことで、

橋上駅舎を順次構築する。 

表-1 施工手順 

作作業業構構台台  

ユユニニッットト化化ししたた作作

業業構構台台((簡簡易易構構台台))  
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３．簡易構台の特徴 

本工法で用いる簡易構台の各部名称を図-3 に示す。簡易構台は営業線

直上に設置されるため、高い安全性が必要となる。一方で、杭の施工と

共に移動・組立て・解体を繰り返すため、構造の簡略化・軽量化を図る

ことで施工性を向上させている。簡易構台の特徴を表-2 に示す。 

表-2 簡易構台の特徴 

構造形式 
線路上空を横断する水平部材と、杭施工部における支柱による

構造 

部材軽量化 
格子構造の採用による部材軽量化と、移動・組立て・解体時の

使用クレーンの小型化 

接合構造の簡略化 
橋上駅舎と簡易構台の接合部へのヒンジ機構の採用による簡

易構台の取付け・解体の簡略化（図-4） 

基礎構造の簡略化 
支柱基礎に沈下防止板を用いた直接基礎形式の採用による基

礎構造の簡略化（図-5） 

 

特に、支柱基礎(図-5)は、球座を

用いた脚部をコンクリート製基礎

（沈下防止板）に直接乗せる方式と

して簡略化を図る。沈下防止板は、

沈下に対しては、十分に荷重分散さ

せ、地震時慣性力に対しては、脚部

鉄板とコンクリートの摩擦抵抗を

介して、地盤に荷重を伝える構造とした。 

４．構造仕様の検討 

簡易構台の構造検討における荷重条件を表-3 に、検討モデルを

図-6 に示す。簡易構台は、死荷重の他、機械および作業荷重、地

震時慣性力について許容応力度法を用いた応力照査を行い、構造

仕様を決定した。構造図を図-7 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

以上、線路上空から杭を打つという特殊条件下におけ

る杭打ち工法として開発したスカイパイリング工法に関

して、主要部となる簡易構台の構造形式および安全性に

ついて概要を報告した。この工法は、鉄道営業時間中に

杭施工を行うことにより、工期・工事費の縮減を目指し

ている。今後、乗降客、列車の運行の妨げにならない安

全で合理的な工法となるよう更に開発を進めていく予定

である。 

図-3 簡易構台 
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表-3 荷重条件 

図-6 検討モデル 

図-4 接合部構造 図-5 支柱基礎構造 

図-7 簡易構台構造図 
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荷重ケース 常時 地震時 

鋼材 78.5 kN/m3 ○ ○ 

覆工板 0.22 kN/m2 ○ ○ 
(１) 死荷重 

軽量 

覆工板 
0.07 kN/m2 ○ ○ 

(２) 機械重量 110 kN ○ ○ 

(３) 作業荷重 0.10 kN/m2 ○ ○ 

(４) 地震時慣性力 kh=0.40 － ○ 
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